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平成19年度　再評価対象箇所一覧表　８月　９ 日審議箇所
［  都市建築部　街路公園課　］

経過年数

（百万円） （百万円） （％） (H19.3現在)

用地補償費 用地補償費 用地補償費

工事費等 工事費等 工事費等
都市計画道路
L=1,530m L=1,250ｍ 81.7% 2,802 1,965 70.1% 街路
区画道路等
L=6,452m L=5,500m 85.2% 5.59
排水路整備
L=2,206m L=947m 42.9% 967 510 52.7% 区画整理
宅地造成
A=18.0ha A=11.7ha 65.0% 1,835 1,455 79.3% 1.14

無し
地価下落
が鈍化

再生砕石、
ｱｽﾌｧﾙﾄの
積極的利
用

継続

・公共工事残
土の流用
・排水構造の
変更
・建物移転費
の削減

H10 H23 9

早期事業
完了が求
められて
いる

土地区画整理事業
地方道路交付金事業
（地方道路整備臨時
交付金）

鷺山・下土居地
区

岐阜市

事業費縮
減

費用対効
果分析

対応方針
（案）

特記事項

実施済み額 進捗率全体事業費

採択
年度

完了
予定
年度

事　業　概　要

全体事業量 実施済事業量 事業実
施率

地元の意
向

関連事業
の進捗状
況

社会経済
情勢等の
変化

環境との調
和への配
慮事項

番号 事業名 路線・河川名 市町村名
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平成１９年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
別紙１                                                 課：  街路公園課  

 事 業 名  土地区画整理事業、地方道路交付金事業（地方道路整備臨時交付金） 

 
 事 業 目 的 

スプロール化が進んでいることから、面的都市基盤整備を行い、良好な環境を有
する住宅地の確保と、効果的な土地利用の誘導を図る。 

 
 採 択 基 準 ｢土地区画整理事業採択基準｣による。以下の6点すべてを満たすこと。 

①補助基本額3億円以上 ②都市計画事業 ③施行地区面積10ha以上(原則) 
④都市計画道路の新設または改築を含む地区 ⑤施行後公共用地面積25%以上 
 ⑥用地買収方式事業費／総事業費＝１／３以上(施行地区面積20ha以下の場合) 

  ○ 
  事 
  業 
  制 
  度 
  に 
  つ 
  い 
  て 

 
 概      要 
 (メニュー) 

・都市計画道路の整備並びそれに付随する移転、移設、測量試験、調査等。 
・土地区画整理事業施行地内での道路築造、移転、移設、測量試験、調査等。 

 
う 
ち 
貨 
幣 
換 
算 
す 
る 
項 
目

》  
Ｂ

《  

○ 走行時間短縮便益（Ⅰ） 
○ 走行経費減少便益（Ⅰ） 
○ 交通事故減少便益（Ⅰ） 
○ 地代便益（Ⅱ） 

 

 
 効 
 果 
 の 
 項 
 目 

 そ 
 の 
 他 
 項 
 目 

 

費 
用 

》  
Ｃ 

《  
の 
算 
定 

Ⅰ 費用の算定＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する費用 
  算定期間は供用開始後４０年間 
 
Ⅱ 費用の算定＝土地区画整理事業に要する事業費＋維持管理費＋用地費 
  算定期間は登記完了後４０年間 

○ 
費 
用 
対 
効 
果 
の 
分 
析 
に 
つ 
い 
て 
 
＊ 
費 
用 
便 
益 

B/C 
＊ 
: 

 費 
 用 
 便 
 益 
 費 
 の 
 基 
 準 

Ⅰ Ｂ／Ｃ≧１．５ 
 
Ⅱ Ｂ／Ｃ＞１．０ 
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平成１９年度 再評価実施箇所（附図）
〔 〕担当課 街路公園課

（地方道路整備臨時交付金）番 号 事 業 名 土地区画整理事業、地方道路交付金事業

( ･ ) （鷺山・下土居地区）路線 河川名等

事業実施 岐阜市鷺山、下土居地内 事 業 主 体 岐阜市鷺山・下土居

箇 所 土地区画整理組合

採択年度 平成１０年度 完了予定年度 平成２３年度

再評価の実施基準 事業採択後１０年間が経過した時点で継続中の事業

事業目的

スプロール化が進んでいることから、面的都市基盤整備を行い、良好な環境を有する住宅地

の確保と、効果的な土地利用の誘導を図る。

、 、 。※スプロール化とは 市街地が無計画に拡大し 虫食い状の無秩序な市街地を形成すること

事業概要

29.3 ha施行面積

1,530.06 m都市計画道路整備

6,452.09 m区画道路等整備

公園整備 ㎡ (箇所)8,900.00 4

2,206.04 m排水路整備

調整池整備 ㎡ (箇所)1,570.00 2

概 要 図

太平町下西郷線3.4.64

鷺山下土居線3.4.704


